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じ
そ
の
も
の
だ
。
そ
の
是
非

は
と
も
か
く
、
親
愛
の
情
を

込
め
毛
繕
い
し
て
、
仲
間
で

あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
群
れ

に
危
険
が
迫
る
と
先
頭
に
立
っ

て
仲
間
の
危
機
を
救
う
、
そ

の
姿
勢
は
立
派
だ
と
思
う
。

さ
て
、
我
が
シ
ル
バ
ー
仲

間
に
も
今
年
、
生
ま
れ
年
の

申
軍
団
（
失
礼
）
が
多
数
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。
そ
の

持
て
る
力
と
技
能
を
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展

に
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

と
も
あ
れ
、
年
男
・
年
女

各
位
の
ご
健
勝
を
祈
る
。

中
村

シルバーで 知恵の輪 人の輪 社会の輪

入会まっちょ～いび～んどー
（公社）南城市シルバー人材センター

電話（０９８）８５２－６６５５

パ ー ト １４

知 念 字 久 原
しまジマ

散 歩

久
原
は
須
久
納
（
宿
名
）
森
を
背

に
し
て
前
方
に
は
中
城
湾
が
広
が
り

ま
す
。
施
設
園
芸
を
中
心
に
し
た
農

業
が
盛
ん
な
の
ど
か
で
小
ぢ
ん
ま
り

し
た
集
落
で
す
。

人
口
は
２
０
１
６
年
１
月
現
在
５

２
４
人
（
１
８
８
世
帯
。
男
性
２
７

１
人
、
女
性
２
５
３
人
）
で
ほ
ぼ
横

ば
い
で
あ
る
。
反
面
、
県
外
や
字
外

か
ら
の
移
住
者
が
あ
っ
て
世
帯
数
は

増
え
つ
つ
あ
り
、
少
子
高
齢
化
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

久
原
の
歴
史
は
比
較
的
新
し
く
、

行
政
区
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は

１
９
４
７
年
（
昭
22
）
で
す
。
ヌ
ッ

ク
ヮ
サ
（
現
在
の
海
野
区
）
と
と
も

に
ク
バ
マ
サ
（
現
久
原
１
班
～
５
班
）
、

ク
シ
バ
ル
（
同
６
班
７
班
）
と
呼
ば

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
知
名
を
本
字
と
す
る

ヤ
ー
ド
ゥ
イ
（
屋
取
。
小
字
）
で
し

た
。１

９
０
９
年
（
明
12
年
）
に
三
つ

の
ヤ
ー
ド
ゥ
イ
が
知
名
か
ら
独

立
し
て
「
知
名
二
区
」
に
な
り
、

さ
ら
に
１
９
３
７
年
（
昭
12
）

に
ク
バ
マ
サ
と
ク
シ
バ
ル
が

「
知
名
三
区
」
と
し
て
行
政

分
離
。
十
年
後
の
１
９
４
７

年
２
月
に
知
名
三
区
を
改
め

て
「
久
原
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。久

原
の
農
業
は
、
土
地
改

良
が
進
み
灌
が
い
施
設
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
内
で
は
ゴ
ー
ヤ
ー
、

オ
ク
ラ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
マ
ン

ゴ
ー
が
作
ら
れ
主
産
地
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

久
原
と
い
え
ば
ウ
シ
オ
ー

ラ
セ
ー
（
闘
牛
）
で
知
ら
れ

る
。
か
つ
て
は
多
く
の
家
庭

が
闘
牛
を
持
ち
字
の
闘
牛
組

合
も
組
織
さ
れ
各
地
で
興
行

も
打
っ
て
い
た
。
ウ
シ
ナ
ー

〈
闘
牛
場
〉
が
須
久
納
森
の
裾

野
に
あ
っ
て
近
年
も
た
ま
に
大

会
が
催
さ
れ
て
い
る
。

字
久
原

古
謝
景
進

編 集 後 記

２

保
有
す
る
特
定
個
人
情

報
の
漏
え
い
、
滅
失
、
毀

損
の
防
止
、
そ
の
他
安
全

管
理
の
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
。

３

特
定
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
質
問
及
び

苦
情
の
処
理
の
窓
口
を
設

置
し
、
適
切
に
対
応
す
る
。

特
定
個
人
情
報
取
扱
担
当
者

は
2
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ど
）
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
情
報
の
適
正
な
取

り
扱
い
の
確
保
に
つ
い
て
、

組
織
的
に
取
り
組
む
た
め
、

全
国
的
に
各
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
策
定
し
て
い
る

も
の
で
す
。

取
扱
い
の
細
部
に
つ
い
て

は
規
程
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

基
本
方
針
は
次
の
と
お
り
。

１

特
定
個
人
情
報
関
係
法

令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を

遵
守
す
る
こ
と
。

て
、
「
特
定
個
人
情
報
に
関

す
る
基
本
方
針
」
及
び
「
特

定
個
人
情
報
事
務
取
扱
規
程
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
特
定
個
人
情
報

を
取
得
し
（
源
泉
徴
収
票
作

成
事
務
、
保
険
届
出
事
務
な

「
行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
」
が
平
成

28

年
1
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
南

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
27
年
12

月
24

日
の
理
事
会
に
お
い

輝かしい平成28年（申年）の初日の出（玉城青少年の家）

今
年
の
干
支
は
子

（
ね
）
か
ら
数
え
て

九
番
目
の
申
（
さ
る
）

で
あ
る
。
サ
ル
社
会

を
観
察
し
て
み
る
と
、

デ
ン
と
構
え
る
ボ
ス

ザ
ル
を
筆
頭
に
縦
社

会
を
築
く
昔
の
お
や

4 月 以 降 シ ル バ ー が 受 託

介
護
支
援
者
募
集
急
務

◇

初
任
者
研
修
3
月
に
実
施

◇

南
城
市
が
、
平
成
28

年
4
月
1
日
か
ら
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
介
護
・
日
常
支
援
総

合
事
業
、
訪
問
Ａ
（
緩

和
し
た
基
準
に
よ
る
訪

問
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い

て
、
（
公
社
）
南
城
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
、
南
城
市
か
ら
業
務

委
託
を
受
け
て
実
施
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
介
護

認
定
要
支
援
１
・
２
又

は
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
該
当
者
（
日
常
生
活

支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
）
を
対
象
と
し
て
、

「
高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
（
仮
称
）

等
を
修
了
し
た
シ
ル
バ
ー

会
員
が
、
要
支
援
者
の

お
宅
を
訪
問
し
て
掃
除
、

買
物
、
外
出
支
援
、
調

理
、
洗
濯
、
ゴ
ミ
出
し
、

話
し
相
手
等
を
週
1
回

程
度
提
供
す
る
事
業
で

す
。4

月
1
日
開
始

女
性
会
員
確
保
急
務

こ
の
事
業
に
従
事
す

る
に
は
、
市
が
開
催
す

る
「
高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
（
仮
称
、

3
月
開
講
予
定
）
を
受

講
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
同
業
務
に
従
事
を

希
望
す
る
会
員
、
又
は

シ
ル
バ
ー
に
入
会
未
だ

の
方
は
シ
ル
バ
ー
に
入

会
し
て
同
講
座
を
受
講

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
入
会
し
、

受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
の
資
料
に
よ
り
ま

す
と
、
要
支
援
該
当
者

が
４
０
０
人
余
と
さ
れ
、

多
数
の
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

現
会
員
で
は
不
足
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
事
業
は
4
月
1
日

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の

で
、
特
に
女
性
会
員
の

拡
大
は
急
を
要
し
ま
す
。

会
員
皆
さ
ん
に
は
1

人
で
も
多
く
の
女
性
会

員
を
増
や
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

初

任

者

養

成

講

座

受

講

要

す

受
講
す
べ
き
講
座
の

内
容
は
、

１

介
護
従
事
者
と
し

て
の
心
得
や
倫
理
に

つ
い
て

①
介
護
の
基
本

②
介
護
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術

③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
し
く
み
と
生
活

支
援
技
術

２

本
サ
ー
ビ
ス
で
行

う
こ
と
が
出
来
な
い

行
為
に
つ
い
て

①
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
し
く
み
と
生
活

支
援
技
術

３

高
齢
者
の
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
に
関
す
る

理
解
に
つ
い
て

①
老
化
の
理
解

４

介
護
保
険
制
度
の

概
要

①
介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
理
解
と
医

療
と
の
連
携

５

事
業
所
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
の
講
義

や
演
習
。
こ
の
ほ
か
に

も
介
護
職
員
初
任
者
研

修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中

重
要
と
思
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
（
別
表
略
）

状
況
に
応
じ
研
修
の
実

施
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

８
５
２
・
６
６
５
５

□
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
□

《

確
定
申
告

》
源
泉
徴
収
票
を
送
付

会
員
の
皆
さ
ん
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
南
城
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
に
ご
協
力
と
叱
咤
激
励
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

又
、
昨
年
は
重
篤
事
故
も

な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
日
頃
の
安

全
適
正
就
業
に
対
す
る
会
員

皆
様
の
意
識
の
高
さ
が
、
こ

の
好
結
果
を
招
い
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
今
年
も
気
を
引

き
締
め
、
無
事
故
で
平
穏
な

1
年
に
な
る
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
税
金
の
申
告
時
期

が
目
前
に
迫
り
ま
し
た
。
事

務
局
で
は
申
告
に
必
要
な

「
平
成
27
年
配
分
金
証
明
書
〕

を
1
月
中
に
届
く
様
、

各
会
員
の
自
宅
あ
て
郵
送
し

て
い
ま
す
。
「
配
分
金
証
明

書
」
は
紛
失
し
な
い
よ
う
大

事
に
保
管
し
て
、
申
告
の
際

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
公
益
社
団
法
人
で
、
高
齢

者
の
雇
用
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
国
の
補
助
団
体
で
す
。

会
員
が
就
業
に
よ
り
得
た

配
分
金
は
所
得
税
法
上
「
そ

の
他
の
雑
所
得
」
に
該
当
し
、

必
要
経
費
の
控
除
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
是
非
「
配
分

金
証
明
書
」
の
ご
活
用
を
！

特
定
個
人
情
報
に
関
す
る

基
本
方
針
・
取
扱
規
程
策
定

（
公
社
）
南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1993年（平成5年）1月3日 久原闘牛場
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配 分 金 、 契 約 額 の 動 き
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平
成
27
年
度
（
4
月
～
12
月
）

グ

ラ

フ

で

見

る

事

業

実

績

◯
第
６
回
理
事
会

平
成
27
年
10
月
27
日
（
火
）

第
1
号
議
案

会
員
の
入
会
承
認

原
案
承
認
（
5
人
入
会
）

第
2
号
議
案

入
会
説
明
会
理
事
担
当
割
り
当
て

原
案
可
決

報
告
1
号

９
月
度
事
業
実
績
報
告

報
告
２
号

シ
ル
バ
ー
の
日
活
動
計
画
、
普
及
啓
発
活

動
報
告

報
告
３
号

玉
城
青
少
年
の
家
指
定
管
理
業
務
報
告

報
告
４
号

役
員
職
務
執
行
報
告

報
告
５
号

「
く
が
に
１
号
」
販
売
実
績

報
告
６
号

平
成
28
年
度
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
（
訪
問
型
）
の
受
託

◯
第
７
回
理
事
会

平
成
27
年
12
月
24
日
（
木
）

第
1
号
議
案

会
員
入
会
承
認

原
案
承
認
（
1
人
入
会
）

第
2
号
議
案

特
定
個
人
情
報
事
務
取
扱
規
程
の
策
定

原
案
可
決

報
告
1
号

理
事
長
職
務
執
行
状
況

報
告
２
号

11
月
度
事
業
実
績
報
告

報
告
３
号

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

①

尚
巴
志
マ
ラ
ソ
ン
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
36
人

②

海
岸
モ
デ
ル
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
69
人

③

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
4
名

報
告
４
号

玉
城
青
少
年
の
家
指
定
管
理
業
務
報
告

理

事

会

の

動

き

シルバーやいいあんべ～

（
公
社
）
南
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
沖
縄
県

か
ら
玉
城
青
少
年
の
家
の
指

定
管
理
を
受
け
て
、
早
5
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
（
う
な
い
シ
ル
バ
ー
の

共
同
企
業
体
含
む
。
）

そ
の
間
、
シ
ル
バ
ー
会
員

の
皆
さ
ん
に
は
施
設
の
環
境

美
化
や
清
掃
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー

や
森
の
中
の
夕
涼
み
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
駐
車
誘
導
、
台
風

後
の
後
片
付
け
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
御
尽
力
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
指
定

管
理
業
務
も
順
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
身
近
に
あ
る

玉
城
青
少
年
の
家
は
、
宿
泊

訓
練
や
自
然
体
験
活
動
、
キ
ャ

ン
プ
や
野
外
活
動
等
を
と
お

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
。
一
般
県
民
が
施
設
を

社
会
教
育
や
生
涯
教
育
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
き
が

い
づ
く
り
や
社
会
参
加
に
寄

与
す
る
ー
施
設
で
す
。

多
く
の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
、

日
頃
か
ら
地
域
活
動
や
余
暇

活
動
に
頑
張
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
時
に
は
玉
城
青

少
年
の
家
で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
、
自
然
散
策
・
野
外

炊
飯
、
仲
間
と
の
物
づ
く
り

や
音
楽
活
動
、
学
び
の
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
の
ほ
か
、
青

少
年
の
家
の
歴
史
探
訪
等
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご

利
用
と
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ご
利
用
申
し
込
み
は

①
電
話
で
空
き
状
況
確
認
。

電
話
（
９
４
８
）

１
５
１
３

②
空
き
状
況
確
認
し
来
所

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
。

簡
易
な
利
用
は
電
話
で

も
可
能
で
す
。

健
康
と
学
び
に

《

青

少

年

の

家

活

用

を

》

あ

ゝ

愛

し

の

沖

縄

口

（

う
ち
な
ー
ぐ
ち
）
パ
ー
ト
Ⅵ

沖
縄
口
（
う
ち
な
ー
ぐ
ち
）
に
は
、
同
じ
文
字
で
も
、

微
妙
な
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
に
よ
り
、
意
味
が
全

く
異
な
る
場
合
が
多
い
、
次
の
意
味
を
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の

言
葉
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
は
ど
う
か
な
？

◯
チ
チ
ュ
ン

①
な
ー
や
が
て
ぃ
チ
チ
ュ
ン
ど
ー

あ
と
少
し
で
着
く
よ
ー

②
ほ
う
が
く

う
し
な
て
ぃ

ち
ゅ
ん
か
い

チ
チ
ュ
ン

方
向
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
人
に
尋
ね
る

③
く
り

ぬ
み
ー
ね
ー

ゆ
ー

チ
チ
ュ
ン
ど
ー

こ
れ
を
飲
ん
だ
ら
よ
く
効
く
よ

④
た
っ
く
ゎ
い
ね
ー

ペ
ン
キ
ぬ

チ
チ
ュ
ン
ど
ー

く
っ
つ
く
と
ペ
ン
キ
が
付
く
よ

⑤
や
が
て
ー

ひ
ー
ぬ
チ
チ
ュ
ン
ど
ー

や
が
て

火
（
灯
り
）
が
点
く
よ

⑥
い
ぐ
ん
さ
ー
に

い
ゆ
チ
チ
ュ
ン

モ
リ
で
魚
を
突
く

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
創
刊
10
周
年
企
画
よ
り

シ

ル

バ

ー

川

柳

☆

何
流
か

障
子
を
足
で

開
け
る
妻

☆

孫
が
来
る

や
る
か
も
ら
う
か

お
年
玉

☆

通
信
簿

見
れ
ば
財
布
の

紐
緩
む

☆

年
金
の

お
か
げ
で

孫
が
肩
た
た
く

☆

老
眼
鏡

か
け
て
は
っ
き
り

嫁
の
あ
ら

☆

あ
り
が
と
う

妻
に
云
え
ぬ
に

よ
そ
で
云
い

☆

時
効
な
ど

認
め
ぬ
妻
の

記
憶
力

☆

は
い
チ
ョ
コ
よ

夫
に
贈
り

妻
が
食
べ

☆

メ
モ
を
し
た

そ
れ
を
ど
こ
か
に

置
き
忘
れ

☆

定
年
と

知
ら
な
い
靴
が

手
入
れ
待
ち

☆

旗
色
が

悪
い
と
孫
を

味
方
に
し

☆

孫
と
き
て

赤
信
号
は

渡
れ
な
い

特
定
個
人
情
報
に
関
す
る
苦
情
相
談
窓
口
設
置

（
公
社
）
南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

特
定
個
人
情
報
事
務
取
扱
担
当
者

事
務
局
長

屋
我
和
枝

電
話

098
ー
８
５
２
ー
６
６
５
５

Ｆ
ａ
ｘ

８
５
２
―
６
６
５
６

③
運
動
広
場
の
使
用
は
無
料

④
本
館
宿
泊
の
場
合

大
人
1
泊
６
２
０
円

⑤
キ
ャ
ン
プ
場
宿
泊
の
場
合

大
人
1
泊
２
６
０
円

⑥
子
ど
も
は
半
額

⑦
シ
ー
ツ
、
枕
カ
バ
ー
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
代
１
６
０
円
（
キ
ャ

ン
プ
場
宿
泊
の
場
合
70
円
）

⑧
食
事
代

朝
食

４
１
０
円

昼
食

４
６
０
円

夕
食

５
６
０
円

※
詳
し
く
は
お
電
話
下
さ
い
。

島袋初美さん 大里班 与那嶺秋子さん 佐敷班

与那嶺正直さん 大里班 城間安夫さん 佐敷班

農
家
の
手
助
け
が
で
き
る

の
で
日
々
充
実
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
友
達
も
出
来
て

新
鮮
で
す
。

自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て

就
業
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

就
業
で
き
、
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
満
足
で
す
。
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仕 事 の 風 景
シルバーは地域生活応援隊

懇 切 丁 寧 が モ ッ ト ー で す

賀留川（字富里）の除草作業

独居高齢者宅の年末ボランティア活動 （玉城）

独居高齢者宅の年末ボランティア活動 笑顔でピース（玉城）

街路の草花植付けもシルバーの大事な受託事業です（佐敷）

ウ ザ フ ァ 坂 （ 宿 道 ） の 草 刈 り 作 業 （玉城字富里）

尚巴志マラソンの駐車場の草刈り作業 （与那原）

海岸清掃ボランティア活動に頑張る会員さん （知念）海岸清掃ボランティア活動に女性会員も大活躍 （知念）
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Δ 一 瞬 の 緩 み 事 故 招 く Δ☆

講
座
は
無
料
☆

『
基
礎
操
作
・
実
践
・
応
用
』

スマートフォン

使い方講習会始まる

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
ス
マ
ホ
講
座
が
1

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
那
覇
市
や

沖
縄
市
の
各
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
先
行
し
て
始
め

て
お
り
、
本
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
は
県
内
3
番
目
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
。

講
師
に
は
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
奥
原
則
和
、

石
田
英
明
、
宜
保
安
英
、
小

橋
川
勉
の
4
氏
が
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
業
務
も
や
り

繰
り
し
な
が
ら
講
師
を
務
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
シ

ニ
ア
世
代
に
と
っ
て
、
こ
れ

ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
ケ
ー
タ

イ
よ
り
機
能
が
多
い
の
で
、

値
段
も
高
く
、
ア
プ
リ
だ
の

ア
イ
コ
ン
だ
の
と
難
し
い
言

葉
が
出
て
き
て
、
何
と
な
く

敬
遠
し
た
く
な
る
存
在
で
す
。

初
め
か
ら
諦
め
て
い
る
方
々

も
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
断
念

組
に
と
っ
て
朗
報
は
、
シ
ニ

ア
世
代
の
シ
ル
バ
ー
仲
間
が

丁
寧
に
わ
か
り
易
く
基
礎
か

ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
指
先

の
タ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
、
あ

る
い
は
声
の
指
示
で
行
え

ま
す
。

講
座
は
3
回
制
で
無
料

で
す
。
初
日
は
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
っ
て
何
？
」
の

テ
ー
マ
で
1
時
間
半
、
電

源
の
入
れ
方
や
画
面
の
説

明
、
指
の
使
い
方
な
ど
の

基
本
操
作
を
学
ぶ
基
礎
編

で
す
。

2
日
目
は
、
電
話
の
掛

け
方
や
メ
ー
ル
の
送
受
信
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索熱心にスマホ講座を受講する皆さん

指
定
管
理
事
業
紹
介

沖
縄
県
立

玉
城
青
少
年
の
家

歴
史
探
訪
パ
ー
ト
Ⅲ

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
指
定
管
理
者
で
あ
る
沖

縄
県
立
玉
城
青
少
年
の
家
活
動

の
中
か
ら
今
回
は
歴
史
探
訪
に

《
声
出
し

指
さ
し

確
認
》

安

全

就

業

の

第

一

歩

作業は安全第一を心がけ、急いだ
り、あわてたりしないこと。

器具類は使用する前に必ず点検
すること。

服装、履物は作業に合った動き易いものにすること。

作業前には軽い柔軟体操をして体をほぐすこと。

加齢による、諸機能の低下を十分
認識し、無理をしないこと。

作業現場は常に整理整頓を
心がけること。

共同作業では、合図・連絡を正確に行うこと。

帰宅するまでは仕事のうち、交通事故に気を付けること。

健康には常に注意し、健康な状態で修業すること。

仕事の前日は、充分睡眠をとる雇用に心掛けること。

ら
実
践
、
応
用
ま
で
教
え
て

く
れ
る
無
料
講
座
だ
か
ら
で

す
。
こ
の
機
会
に
勇
気
を
出

し
て
是
非
受
講
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ス
マ
ホ
は
、
こ
れ
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
様
々
な
世
界
を

見
せ
て
く
れ
る
魔
法
の
小
箱

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
電
話

や
メ
ー
ル
、
写
真
は
ケ
ー
タ

イ
で
も
で
き
ま
す
が
、
音
楽

を
聴
い
た
り
、
映
画
や
テ
レ

ビ
を
見
た
り
、
新
聞
を
読
ん

だ
り
、
地
図
で
目
的
地
に
行
っ

た
り
、
親
し
い
人
と
テ
レ
ビ

電
話
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

方
法
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど

の
動
画
の
見
方
を
知
る
実
践

編
を
3
時
間
行
い
ま
す
。

3
日
目
は
、
カ
メ
ラ
や
動

画
の
撮
影
方
法
、
世
界
中
の

地
図
や
風
景
が
見
ら
れ
る
マ
ッ

プ
ア
プ
リ
、
無
料
で
テ
レ
ビ

電
話
が
楽
し
め
る
ラ
イ
ン
機

能
を
使
う
応
用
編
で
3
時
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
3
日
間
の
講
座
を
修

了
し
ま
す
と
「
も
う
ス
マ
ホ

な
ん
て
怖
く
な
い
」
と
自
信

満
々
に
な
る
こ
と
請
け
合
い

で
す
。

1
月
と
2
月
は
市
の
玉
城

中
央
公
民
館
で
、
今
後
は
、

市
内
全
域
の
老
人
会
や
女
性

会
を
対
象
に
、
地
区
公
民
館

へ
の
出
前
講
座
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
受
講
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
先

電
話
９
５
２
ー
６
６
５
５

南
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

玉
城
青
少
年
の
家
で
は
、

「
歴
史
探
訪
パ
ー
ト
Ⅰ
、
パ
ー

ト
Ⅱ
で
東
御
廻
り
（
あ
が
り

う
ま
ー
い
）
と
久
高
島
伝
説

ア
マ
ミ
キ
ョ
の
旅
」
を
年
間

2
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
講
座
は
、
首
里
の
園
比
屋

御
嶽
を
ス
タ
ー
ト
し
最
終
地

の
玉
城
グ
ス
ク
ま
で
の
コ
ー

ス
と
、
途
中
、
ア
マ
ミ
キ
ョ

伝
説
の
久
高
島
へ
渡
り
、
古

人
に
思
い
を
馳
せ
る
中
身
の

濃
い
2
日
間
に
わ
た
る
人
気

の
講
座
で
す
。
毎
回
定
員
を

上
回
る
応
募
者
が
あ
り
、
抽

選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
す

る
程
嬉
し
い
悲
鳴
で
す
。

歴
史
探
訪
パ
ー
ト
Ⅲ
は

「
古
代
遺
跡
廻
り
と
歴
史
散

歩
」
で
、
来
る
3
月
2
日
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

古
代
遺
跡
は
2
万
年
以
前

の
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
サ
キ

タ
リ
遺
跡
、
港
川
原
人
の
人

骨
が
発
見
さ
れ
た
港
川
フ
ィ

シ
ャ
ー
や
そ
の
発
掘
状
況
を

展
示
し
た
八
重
瀬
町
博
物
館

を
訪
ね
た
後
、
昔
の
宿
道
を

散
策
し
な
が
ら
尚
泰
久
に
ま

つ
わ
る
史
跡
（
百
十
踏
揚
や

尚
布
里
の
墓
、
グ
ス
ク
、
旧

家
の
石
畳
や
門
構
え
）
等
を

訪
ね
る
予
定
で
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
さ
ん

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

う
ま
ち

そ
～
い
び
～
ん
。

安
全
・
適
正
就
業
、
業
務
拡
大

玉
城
貞
雄
委
員
長
か
ら
一
言

ち
ょ
つ
と
し
た
気
の
緩
み
が

大
き
い
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

グ
ス
ク
な
ど
傾
斜
の
多
い
場

所
で
の
作
業
に
は
特
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
度
に
入
会
し

た
瑞
慶
覧
さ
ん
は
、
現
在
、

粗
大
ご
み
回
収
や
バ
ス
の

運
転
等
に
就
業
し
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
へ
の
入
会

の
き
っ
か
け
は
？
と
聞
き

ま
す
と
。
「
当
時
、
次
長

の
屋
我
さ
ん
に
誘
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
考

え
て
み
る
と
合
併
し
て
南

城
市
に
な
っ
た
が
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
以
外

ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。

そ
れ
を
見
つ
け
る
方
法
が

シ
ル
バ
ー
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
」
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。
入
会
し
て
1
年
、

そ
の
答
え
は
正
解
だ
っ
た

こ
と
を
実
感
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
特
に
粗
大

ご
み
回
収
で
市
内
各
地

を
巡
っ
て
い
る
と
、
期

待
以
上
に
地
域
や
人
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
高

齢
者
に
対
し
て
も
思
い

や
り
を
以
て
接
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
、
と
の

こ
と
。
真
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
目
指

す
地
域
貢
献
で
す
ね
。

時
々
学
童
か
ら
の
送
迎

等
も
依
頼
さ

れ
る
こ
と
が

あ
る
そ
う
で

す
が
、
お
願

い
さ
れ
た
就

業
は
、
ほ
と
ん
ど
断
っ

た
こ
と
が
な
い
そ
う
で

す
。
退
職
ま
で
、
航
空

業
界
で
働
い
て
い
た
瑞

慶
覧
さ
ん
は
、
「
お
客

様
に
接
す
る
態
度
は
シ

ル
バ
ー
で
も
同
じ
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。
」

と
実
に
頼
も
し
い
返
事

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

会

員

さ

ん

登

場

瑞
慶
覧

長
優

さ
ん

大

里

班


